
 

 

 

令和 7年１１月００日 

 

令和７年度より学校経営推進事業「 はなさくプロジェクト～大切な私・大切なあなた・大切な私

たちのウエルビーイング！～」が始まりました。本プロジェクトでは 生命（いのち）の安全教育」

を含めた 生きる教育」の推進により、 自分も相手も大切にして、つながって生きていく力」を育

成します。また、 自己表現の可能性」を広げることで自尊感情を高め、ウエルビーイング（身体

的、精神的、社会的に良好な状態を指す概念）の実現をめざします。 

２年めとなる今年度は 授業実践」が大きなテーマです。本プロジェクトで新たに導入されたさ

まざまな要素をかけ合わせることで、よりよい授業をめざしていきます。 

今回は、 視線入力」について紹介します。 
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5 月 15 日（金）、株式会社ユニコーンの作業療法士「引地晶久様「を講師としてお迎えし、教職員を

対象とした視線入力装置活用研修を実施しました。視線入力は、目の動きによって意思を伝えたり、

機器を操作したりすることができる支援技術です。子どもたちのコミュニケーションや学習の可能性

を大きく広げるツールとして期待されています。 

 

7 月 1日（水）には各学部の授業の様子をご覧いただき、実際の活用場面について指導助言をいただきま

した。視線入力装置やスイッチを活用した入力方法、生徒の興味・関心に応じたアプリの選び方、視線の

軌跡を確認して学習評価につなげる方法など、多くの貴重なアドバイスをいただきました。 

7 月 29 日（水）に開催予定の PTA 学習会では、株式会社ユニコーンの引地晶久様を講師としてお迎えしま

す。視線入力装置の活用だけでなく、タブレット端末やさまざまなアプリを活用した実践事例についてもご

紹介いただく予定です。保護者の皆様にとっても、子どもたちの可能性を広げる支援機器や ICT 活用につい

て学ぶ貴重な機会となります。ぜひご参加ください。 

 

  
 

 


